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科
学
技
術
を
め
ぐ
る
体
制
が
、
大
き
な
曲
が
り
角
に
き
て
い

る
。
団
塊
世
代
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
大
量
流
出
、
若
者
の
理
工
系
離

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
理
科
離
れ
が
進
む
一
方
、
過
去
10
年
に
40

兆
円
、
今
後
５
年
に
25
兆
円
と
、
厳
し
い
国
家
財
政
の
中
で
大

き
な
比
重
を
占
め
る
政
府
科
学
技
術
予
算
へ
の
懐
疑
の
声
も
あ

る
。
こ
う
し
た
情
況
は
、
日
本
に
限
ら
ず
先
進
諸
国
共
通
の
も

の
と
し
て
あ
る
。

　
言
い
換
え
れ
ば
、
人
々
は
20
世
紀
の
よ
う
に
は
科
学
技
術
に

夢
や
ロ
マ
ン
を
感
じ
た
り
、
未
来
を
託
す
よ
う
な
気
持
ち
を
抱

い
た
り
は
し
て
い
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
複
雑
化
す
る
社
会

に
お
い
て
、
科
学
技
術
の
重
要
性
は
い
っ
そ
う
増
し
て
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の

潮
流
は
、
科
学
技
術
と
社
会
と
の
関
係
の
根
源
的
な
問
い
直
し

の
表
れ
で
あ
り
、
時
代
の
必
然
と
い
え
る
。
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情報化社会→最適化社会

脳のアナロジーとしての情報処理
言語情報の優位
静的な知識観
環境から切り離された知

脱工業化社会

統合→分散モデル

自律社会

身体性のアナロジーとしての情報処理
言語と非言語の統合（センシング、ア
ウェアネス）
ダイナミックな知識観（知識創造）
環境に埋め込まれた知（アフォーダンス）

知識社会＋リスク社会（自己責任、多様
な価値観）

自律協調モデル

　
本
冊
子
で
は
、
こ
う
し
た
動
き
を「
知
識
社
会
」や「
自
律
社

会
」へ
の
、
人
々
の
価
値
観
や
行
動
規
範
の
変
容
と
い
う
、
よ

り
大
き
な
視
点
か
ら
捉
え
る
こ
と
を
狙
っ
た
。
自
律
社
会
に
お

い
て
は
、
科
学
技
術
の
問
題
が
、
個
々
人
の
自
己
責
任
に
よ
っ

て
ボ
ト
ム
ア
ッ
プ
で
解
決
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
社
会
ビ
ジ
ョ
ン

が
必
要
で
あ
る
。
個
と
個
の
間
の
議
論
の
相
互
作
用
が
活
発
に

な
さ
れ
る
中
で
、
互
い
の
問
題
を
自
浄
的
に
解
決
し
て
い
く
こ

と
が
志
向
さ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
相
互
作
用
の
中
で
、「
知
識

創
造
」あ
る
い
は「
知
の
価
値
化
」が
な
さ
れ
、
創
造
的
な
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン
が
生
ま
れ
て
い
く
。

　
自
律
社
会
に
お
い
て
は
、
科
学
技
術
を
め
ぐ
る「
光
と
陰
」と

が
、
別
々
に
で
は
な
く
、
同
じ
土
俵
で
議
論
さ
れ
、
問
題
解
決

や
意
思
決
定
が
志
向
さ
れ
て
い
く
こ
と
が
理
想
で
あ
る
。

●

　
自
律
社
会
で
は
、
こ
う
し
た
相
互
作
用
を
支
え
る
個
の「
セ

ン
ス
」が
重
要
と
な
る
。
自
律
社
会
を
知
識
社
会
と
し
て
み
た

と
き
、
そ
れ
は「
認
知
社
会（C

ognitive S
ociety

）」あ
る
い
は

「
知
覚
社
会 (S

entient S
ociety)

」と
理
解
す
べ
き
現
象
と
し
て

捉
え
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
生
き
抜
く
た
め
の
リ
テ
ラ

シ
ー
と
は
、
言
語
や
論
理
を
操
る
能
力
と
、
言
葉
に
で
き
な
い

価
値
を
感
知
す
る
能
力
と
が
統
合
さ
れ
た
力
で
あ
り
、
そ
う
し
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た
個
性
的
な
認
知
能
力
の
下
で
、
異
質
な
価
値
観
や
異
質
な
世

界
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
積
極
的
に
行
い
、
新
た
な
価

値
を
創
造
し
て
い
く
力
で
あ
る
。

　
本
冊
子
で
は
論
じ
て
い
な
い
教
育
に
つ
い
て
も
、
こ
う
し
た

リ
テ
ラ
シ
ー
を
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
認
知
や

身
体
性
を
重
視
し
た
人
づ
く
り
に
は
、
生
き
た
社
会
、
生
き
た

人
間
関
係
を
通
じ
た
広
義
の「
学
習
」の
概
念
が
、
よ
り
い
っ
そ

う
重
要
に
な
る
。

●

　
科
学
技
術
が
今
後
も
な
お
、
専
門
知
を
結
集
し
、
好
奇
心
や

ロ
マ
ン
の
エ
ー
ト
ス
を
守
り
続
け
、
多
額
な
資
金
を
必
要
と
す

る
な
ら
ば
、
科
学
技
術
と
社
会
、
産
業
、
市
民
と
の
間
に
、
新

た
な「
信
託
関
係
」を
築
き
上
げ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　
２
０
０
６
年
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
社
会
と
科
学
技
術
を
め
ぐ

る
公
論
形
成
を
議
論
す
る「
Ｐ
Ｃ
Ｓ
Ｔ（P

ublic C
om
m
unica-

tion of S
cience &

 Technology

）」の
ア
ジ
ア
で
初
の
国
際
会

議
が
６
月
に
ソ
ウ
ル
で
開
か
れ
、
日
本
で
は
初
の
サ
イ
エ
ン

ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
祭
典「
サ
イ
エ
ン
ス
・
ア
ゴ
ラ

２
０
０
６
」が
11
月
に
東
京
で
開
催
さ
れ
た
。
前
者
は
、
世
界

中
か
ら
学
者
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
政
策
担
当
者
な

ど
、
多
様
な
メ
ン
バ
ー
が
集
い
、「S

cientific C
ulture for G

lo-

bal C
itizenship

」の
テ
ー
マ
の
下
に
議
論
が
な
さ
れ
た
。
後
者

は
、
国
内
で
サ
イ
エ
ン
ス
・
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
心
を

持
つ
人
々
が
集
い
、
交
流
や
発
表
を
行
っ
た
。

　
科
学
技
術
に
関
わ
る
す
べ
て
の
人
や
組
織
が
、
こ
う
し
た
時

代
の
う
ね
り
を
鋭
敏
に
感
知
し
、
科
学
技
術
の
新
た
な
公
論
形

成
の
場
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。
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